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■ねぷたとは
ねぷたは約３００年前「眠り流し」という夏の

農作業時に襲ってくる睡魔を追い払う行事が派生
し、その後江戸時代に入り燈籠などが用いられ、
徐々に大きくしっかりとしたものへと進化し、そ
して現在の「ねぷた」へと進化してきたといわれ
ている。（諸説あり）青森県には、青森ねぶた、
弘前ねぷた、五所川原立佞武多の３つは青森三大
ねぶたとも呼ばれ、全国的にも有名である。

■柏農ねぷたについて
本校がある平川市でもねぷたが行われており、

平川ねぷたまつりとして開催され、柏農もこの合
同運行に参加している。約２０年前に、学校創立
８０周年を控え、生徒によって立ち上げられ、生
徒が一からねぷた絵を手掛け、制作や囃子を生徒
が主体となって行っている。コロナ禍によって、
２０２０、２１年は平川ねぷたまつり自体が中止
となったが、２０２２年は３年ぶりに開催され、
空白となった２年間を埋めるべく、私たち絵師が
ねぷた絵を手掛け、復活させることができた。

■柏農だからできる“ありえない”ねぷた
一般的な地域団体のねぷたは、１人の絵師が鏡

絵や見送り絵、袖絵などを手掛け、本体の制作を
行っている。しかし、昨年度の柏農ねぷたを手掛
けた私たち絵師３人は、３人とも流派が異なって
おり、それぞれ分担して手掛けて合作とし、１つ
のねぷたに３流派を融合させることにした。地域
団体では絶対にありえないことであるが、柏農だ
からこそ実現できたねぷたである。

■校内外での活動を展開
①柏農祭（文化祭）でＰＲ！
・教室で様々なねぷた絵展示
・ステージ発表でねぷた囃子演奏
・金魚ねぷた絵で校外装飾
②「田舎力甲子園」優秀賞！
福知山公立大学が主催する地域活性化コンテス
ト田舎力甲子園２０２２に、ねぷたの活動を通し
た地域活性化アイディアを応募したところ優秀賞
を受賞することができた。全国に向けてねぷたを
ＰＲすることができたとともに、私たちの活動に
一定の評価をいただくことができ自信になった。

■今後の活動目標
今年度は１年生もたくさん入会し、総勢３０名
を超える組織となった。新たな絵師も加わり、さ
らに大きな活動にしながら、今後は、下記の３点
に重点を置きながら活動に取り組んでいきたい。
①大型ねぷた制作と前ねぷた復活
昨年度の反省点を踏まえながら、より良いねぷ
たの制作に励むとともに、小型ねぷたの制作にも
取り組み、前ねぷたを復活させる。
②囃子のレベルアップ
昨年度よりも、より磨きのかかった囃子にする
ため、温故知新をモットーに過去の柏農ねぷた囃
子を参考にしながら、囃子の改善を行う。また、
以前まで行われていた、外部へ出向いてねぷた囃
子の披露もする活動を復活させる。
③情報発信の強化
私たちの活動を積極的に発信し、多くの人に柏
農ねぷたの魅力を知ってもらえるようにする。そ
のために、学校公式ソーシャルメディアを活用し
て写真や動画を活用してＰＲしていく。

鏡絵（ねぷた正面）
「三国志 諸葛瞻奮戦図」

袖絵（ねぷた背面）
「鳳凰」

見送り絵（ねぷた背面）
「祝融夫人」

平川ねぷたまつり合同運行では囃子方としても参加した

■ねぷた絵師三銃士
私たちは、自他共に認め

る“ねぷたばか”である。
ねぷたが大好きで大好きで
たまらない。この素晴らし
い伝統文化を未来に残せる
ように今後も活動に取り組
んでいきたい。
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